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沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は、一つのユニットとして機能

し、東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と、人体病理の教育、研究に当たっている。 

平成 25 年度の病理部固有のスタッフ構成は、

講師 1 名、助教 5 名、医員 3 名であった。新谷

助教が短期間（11 月 12 日－12 月 12 日）、米国

Massachusetts General Hospil 病理部において

心臓病理について研修した。 

平成 25 年度より「遠隔病理診断・地域連携推

進センター」を立ち上げた。さらに病理診断科を

開設し、病理外来を開始し、佐々木准教授が乳が

ん患者に病理診断の説明を行っている。 

ゲノム医学の進歩を臨床の場に積極的に応用

することを目的に、バイオバンク・ジャパンの一

環として東大病理部に「ゲノム病理標準化センタ

ー」を設置した（文部科学省科学技術試験研究委

託事業）（http://genome-project.jp/）。病理組織検

体バンキングのための基礎研究を行うとともに、

医師、技師を対象に、「病理組織検体取扱講習会―

ゲノム医療実現のための病理標準化センター講習

会―」を開催することとなり。3 月 28、29 日に

第 1 回講習会を開催した（佐々木准教授、森川講

師、国田助教）。 

 

診療（病理診断・剖検） 

平成 26 年度は、組織 16,581（検体数 22,951）

件、細胞診 18,851 件、迅速診断 826 件、迅速細

胞診 464 件、院内剖検 61 例（剖検率 17.9%）、

受託剖検 1 例であった。 

手術症例については、以下のカンファランスを
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行っている（カッコ内は責任スタッフ名）。呼吸

器外科（牛久綾病院講師）、肝臓・胆膵（柴原准

教授、田中助教）、泌尿器（森川講師）、婦人科（佐々

木准教授）、乳腺（池村病院講師）、整形外科（牛

久准教授）。生検について臨床各科と定期的にカ

ンファランスを行っている臓器は、腎臓（新谷助

教）、皮膚（牛久綾病院講師）、消化管（阿部助教）

である。 

我々の業務上の目標は、正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することであり、迅速組織標本

作製装置を用い、one-day pathology を実現する

べく努力している。また、報告書、スライドのレ

ビューを全例について行っており、確実な診断を

保証するため、継続的に努力している。 

バーチャルスライド・スキャナーを導入し、す

べての生検標本をデジタル情報として保存して

いる。今後、病理画像を院内に広く提供すること

を目指している。 

病理解剖に関しては，全例について毎週月曜日

に臨床・病理所見を検討している。また、病院 CPC

を毎月 1 回行い、毎回 2 症例について検討しいる。 

厚生労働省「診療行為に関連した死亡の調査分

析モデル事業」への協力を継続している。  

 

教 育 

M2 を対象に系統病理学講義、実習を行ってい

る。ベッドサイドラーニング（BSL）は M4 を対

象に行っている。クリニカル・クラークシップで

は、6 名の学生を受け入れた。  

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPCレポートの指導を行った。CPC スラ

イドのダイジェスト版を院内に公開しており（新

谷、林助教））、また、臨床研修医が自ら問題を解

決して、CPC の内容を理解できるよう、CPC 

e-learning コースを作成している（池村病院講師）。 

また、研修二年目のプログラムとして、平成 26

年度には 9 名の研修医（延べ 32 ヶ月）を病理部

に受け入れた。 

 

研 究 

佐々木准教授を中心に遠隔病理診断の信頼性，

有用性に関する実証研究を進めている． 

死後 CT 画像の病理解剖を補助する手段とし

ての有用性に関する研究を継続している（新谷助

教・阿部助教）。オートプシー補助 CT 室に設置

した CT 装置を用い、死後画像を撮影し、放射線

科とともに、画像所見と病理解剖結果を対比し、

病態理解の向上に役立てるべく検討を行ってい

る（人体病理学・病理診断学分野出版物：文献 9、

24、25）。 

臨床各科とのカンファランスを基に、腫瘍性疾

患の概念整理、病理形態学的解析に取り組んでい

る（人体病理学・病理診断学分野参照）。放射線

科、東京大学先端科学技術研究所ゲノムサイエン

ス部門，上部消化管外科と共同で、癌特異抗体を

用いた新たな診断、治療方法の開発に取り組んで

いる（池村病院講師、牛久准教授、阿部助教）。

この他、肝胆膵外科、上部消化管外科と PET、

in vivo imaging などを取り入れた技術開発にも

協力している。 
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